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資料編 

外国人アンケート結果 
 

  

千葉県の交通安全について、外国人の皆さんはどのように考えているのでしょうか。 

 今回、12 次計画を策定するに当たり、外国人住民の視点を活かし、県政全般の施策展

開や意見提案に協力してもらう「チーバくんグローバルパートナーズ」の皆さんに、ア

ンケート調査を行いました。 

 結果は下記のとおりです。 

 

１ 調査時期   令和７年１２月～令和８年 1 月 

 

２ 調査対象者  チーバくんグローバルパートナーズ ２４名 

 

３ 調査対象者の出身国・地域 

         台湾４名、ベトナム・中国各３名、ペルー・タイ各２名、 

         韓国・フィリピン・ミャンマー・インドネシア・スリランカ・    

カナダ・パキスタン・イギリス・イタリア・オーストラリア     

各１名 

 

４ 調査結果（回答１２名） 

  ◆問１．あなたは日本の交通ルールについて、どの程度理解していると思いますか。 

 
日本の交通ルールをどの程度理解しているかという設問では、「十分理解できて

いる」という回答がほとんどでした。 



120 
 

 

◆問２．あなたは日常の移動手段として、どの交通機関を主に利用していますか。 

（１番多いものを１つ） 

 

日常的な移動手段についての設問については、「鉄道（電車など）」次いで、「自

家用車」に回答が集まりました。 

 

◆問３．千葉県に来て、交通安全に関して困ったことは何ですか。（いくつでも） 

 
（※）ほかの車などを妨害する目的で必要以上に近づいたり、急ブレーキをかけたりする行為（妨害運転） 

交通ルール・マナーについての設問では、自転車に関するものに回答が集まり

ました。なお、「その他」の自由記載は、自動車の困ったこと（工事現場付近に

て登校時間から工事車両が速い速度で運転しており危ない、最高速度３０キロ道

路で運転最中、追い抜かれることがある等）と自転車の困ったこと（自転車専用

レーンがあまりない、車道は走行する際自動車と距離が近くて危険等）について

それぞれありました。 
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一方、道路環境についての設問では、「道路・自転車道・歩道が狭い」という

回答、次いで「標識・案内板がわかりにくい」という回答が多く寄せられました。 

 
◆問４．千葉県に来た外国人が交通事故に遭わない・起こさないために、どのような

取り組みが効果的だと思いますか。（３つまで） 

 

外国人が交通事故に遭わない・起こさないための取組としては、「レンタカー

業界や外国人を雇用している企業と連携して、交通ルールを周知する」という回

答が最も多く、関係企業と連携した交通ルールの周知の重要性が改めて浮き彫り

になりました。 

 

◆問５．多言語交通安全チラシを読んで、日本の交通ルールなどがよく分かりました

か。 

                    くらし安全推進課で作成している     

                    「多言語交通安全チラシ」を見てもらった 

               ところほとんどの方から「よく分かった」 

「だいたい分かった」との評価をいただき 

ました。 
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  ◆問６．多言語交通安全チラシについて、もっとこうした方が良いと思うことはあ

りますか。（いくつでも） 

 

    多言語交通安全リーフレットに対する改善案を伺ったところ、半数以上の方が、

「特になし」と回答されました。なお、自由記載欄においては「取り扱う言語を

増やす」「イラストを増やす」「平易な表現で記載する」「自動車側から見た歩行者

の視点を記載することで、横断歩道を渡ることの必要性がイメージしやすくなる」

などの具体的な改善案を提案していただきました。また、問７でも多くの御意見

をいただきました。 

 

   ◆問７．千葉県の交通安全に関しての意見や、思ったことを自由に書いてくださ

い。 

[主な回答内容] 

・大人になってから来日して生活する場合、改めて日本の交通ルールを学べる

機会がないので、日本のルールを守れるよう学べる場所や時間が欲しいです。 

・自動車のハンドル位置、走行の方向は国によって異なるため、外国人は間違

えやすい。 

・自転車ルールについては、特に注意喚起が必要かと思います。「自転車は車両

です」という考えをしない国が多いかと思います。 

・近年、交通ルールやマナーを守らない一部の外国人が増えており、無秩序な

運転、頻繁なクラクション、標識を無視する行為などが見受けられます。こ

のような状況を踏まえ、運転免許取得に関する審査や試験の基準を、より厳

格に運用していただくことを希望します。 

・自転車のルールが分かりにくい。いつ歩道で走っていいか。いつ車道で走る

べきか。交差点で歩行者と一緒に渡っていいかどうか。 

  

  いただいたアンケート結果については、今後の交通安全施策に活かしてまいります。 

チーバくんグローバルパートナーズの皆さん、ご協力ありがとうございました。 


